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第６ 防火水槽技術基準 

 

１ 防火水槽の設置基準 

防火水槽は、次の基準により設置すること。 

なお、集合住宅と事務所等の複合建築物は、同建築物に係る事業区域の面積及び延床面積 

の基準並びに併設される集合住宅の基準の容量を比較し、多い容量の防火水槽を設置するこ

と。 

     

 種  別 規 模 設置容量 

事業区域の面積 
3,000 ㎡以上 

6,000 ㎡以上 

40㎥  1基 

40㎥  2基  

延 床 面 積 
3,000 ㎡以上 

6,000 ㎡以上 

40㎥  1基 

40㎥  2基    

集 合 住 宅 
30 戸 以上 

100 戸 以上 

40㎥  1基 

40㎥  2基  

大規模開発事業 別途協議 

 

   ※ 要綱 第 27条（消防水利）(27ページ参照) 

    

２ 防火水槽の設置場所 

（１） 防火水槽は、標準ポンプ車が容易に接近できる場所とし、蓋は標準ポンプ車の停車位 

置から 3ｍ以内に設置すること。 

（２） やむを得ない事情により、（１）の基準を満たせない位置に防火水槽を設置するときは、 

標準ポンプ車が容易に接近できる場所に導水装置を設置すること。この場合において、 

採水口は、単口型を 2 口以上とし、採水口相互間は 50cm 程度離すこと。 

（２） 市に譲渡する公園を設置するときは、防火水槽はその公園内に設置すること。 

ただし、公園以外の場所に防火水槽を設置するときは、事前に立川消防署長の承認を得

たうえで、別途市長と協議すること。 

※ 要綱 第 23条（公園等の設置）(25ページ参照) 

 第 27条（消防水利）(27ページ参照) 

 

３ 防火水槽の構造 

（１） 地中ばり水槽の構造及び型別は、「消防水利開発補助金交付要綱」（東京消防庁平成 19

年４月１日適用）第３条に規定する「消防水利施設構造基準」を準用する。 

（２） 二次製品防火水槽の構造及び型別は、下記基準によるほか、一般財団法人消防設備安

全センターによる認定品であること。 

   また現場打ち防火水槽の構造は、下記基準によるほか、二次製品防火水槽と同等以上の
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強度を有すること。 

下記基準以外の防火水槽を設置するときは、防火水槽の構造計算書及び構造図を事前 に

立川消防署長に提出し、承認を得ること。 

※ 要綱 第 28条（防火水槽の規格）(27ページ参照) 

（３） 防火水槽１基当たりの内容量は、40㎥以上とすること。 

（４） 防火水槽は、原則として、地下埋設型とし、土被りは、1ｍ以上とすること。ただし、 

市に譲渡する公園内に設置するときは、土被りを 1.5ｍ以上とすること。 

（５） 防火水槽は、耐震設計のもので、水密性を有するものであること。 

（６） 防火水槽には、水槽内の水を有効に取水するために底部に集水ピットを設置すること。 

   （縦 60 ㎝以上、横 60 ㎝以上、深さ 30 ㎝以上とする。） 

（７） 防火水槽には、着脱可能な構造の水中はしご（材質ＦＲＰ製）を設置すること。 

（８） 防火水槽には、直接吸管を投入できる直径 60cmの吸管投入口を設置すること。 

（９） 防火水槽の蓋には、ガタツキ防止用の蓋及び転落防止用の格子を設置するとともに、 

   蓋内又は縁を黄色に塗装すること。 

   

４ 防火水槽の管理 

（１） 防火水槽を市に譲渡する公園内に設置するときは、市が管理するので、市に無償で譲 

   渡すること。 

（２） 公園以外に防火水槽を設置したときは、常時使用可能な状態を保ち、事業者が責任を 

もって管理をすること。 

なお、公園以外に設置した防火水槽を市の管理とするときは、その用地等を含めて市 

   に無償で譲渡すること。 

※ 要綱 第 27条（消防水利）(27ページ参照) 

 

５ 標識の設置 

  防火水槽を設置したときは、防火水槽等の標識を設置すること。 

（１）市が管理する防火水槽の標識は、「防火水槽」とすること。 

（２）事業者が管理する防火水槽の標識は、「消防水利」とすること。 

（３）市が管理する防火水槽の蓋は、｢立川市｣の文字及び「市章」入りのものとすること。 

※ 要綱 第 29条（消防水利標識の設置）(28ページ参照) 

 

６ 標識の管理 

（１）標識を市に譲渡する公園内に設置するときは、市が管理するので、市に無償で譲渡する

こと。 

（２）公園以外に標識を設置したときは、事業者が責任をもって管理をすること。なお、公園

以外に設置した標識を市の管理とするときは、その用地等を含めて市に無償で譲渡するこ

と。 
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７ 防火水槽標準図 
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(3) 地中ばり水槽参考図  

 

 

(4) 充水限度標示例  

 

 

(5) 地中ばり水槽標示板参考図  
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(6) 標識、鉄蓋参考図（立川市管理） 
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(7) 標識参考図（事業者管理） 
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(8) 鉄蓋参考図（事業者管理） 

 


